
2 円の共通接線で囲まれる図形の面積について 

1 はじめに 

2円 21 ,OO の半径をそれぞれ  2121 , rrrr  とする。 

次の 2つの場合を考える。 

 

2 (1)の場合 

図のように，共通外接線 ABと 2円

21,OO との接点をそれぞれE，F， 

2O から EO1 に下した垂線の足を G，

BCと 21OO との交点をHとする。 

直角三角形 21OGO の 3辺は， 
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    AOrrrrr 221221 ::  より 
 

21

212
2

rr

rrr
AO




  

 

21

21

21

212
222

2

rr

rr

rr

rrr
rAOrHA







 ， 212 rrEFBC   

(1) 2円が外接しているとき 

2 円の共通接線で囲まれる三角形 ABC の

面積 

(2) 一方が他方の外部にあるとき 

2円の共通接線で囲まれる四角形ABCDの

面積（2円の中心距離を  21 rrdd  ） 
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3 (2)の場合 

図のように，外共通接線

AB と 2 円 21,OO との接点

をそれぞれE，F， 

2O から EO1 に下した垂線

の足を G，内共通接線 CD

と 2円 21,OO との接点をそ

れぞれH，I， 

2O から HO1 の延長に下した垂線の足を Jとする。また，BDとCAの交点をK， 

  CBDCIOOJOABDAFOOGO 221221 , とする。 

直角三角形 21OGO の 3 辺は，  221
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221121 ,, rrdGOrrGOdOO  である。 

△ 21OGO ∽△ AFO2 で， 22 rFO  であるから， 
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直角三角形 21OJO の 3辺は，  221

2

221121 ,, rrdJOrrJOdOO  である。 

△ 21OJO ∽△ CIO2 で， 22 rIO  であるから， 
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次に，   KBCKBA , であるから， 

KA=BK tan ，CK=BK tan よりCA=BK  tantan   …④ 



③，④よりBK=
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四角形ABCDの面積を Sとおくと 
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ここで，
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この式に，
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4 おわりに 

(1)で， ABC とおくと，  21OGO より 
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これは，(2)で 0 CBD としたもので，2本の共通内接線は(1)の 21OO に垂直な 1

本の共通接線BCとなり，四角形ABCDは三角形ABCになることを示している。 

【まとめ】2円 21,OO の半径をそれぞれ

 2121 , rrrr  とする。 

2円の中心間の距離が  21 rrdd ≧ であるとき，2

円の共通接線で囲まれる四角形ABCDの面積 S

は， 

S=   tantan21 rr  

ただし，
   

21

2
21

2

21

2
21

2

tan,tan
rr

rrd

rr

rrd









  （ CBDABD   , ） 

特に， 21 rrd  のとき（ 0 ）にも成り立つ。 

 

【例 1】（四角形ABCDの面積） 5,1,3 21  drr のとき 

   
4

3

13

135
tan,

2

21

13

135
tan

2222










  であるから 

S＝
 

4

32123

4

3

2

21
13

















  …（答） 

【例 2】（三角形ABCの面積） 5,1,4 21  drr のとき 
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